
44巻5号　情報処理　2003年5月546

20 世紀の名著名論20世紀の名著名論

　1943年W. S. McCullochとW. Pittsは神経細胞を線形
しきい値関数としてモデル化し，それを多数つないだ回
路の状態遷移を検討した．1949年，D. O. Hebbは神経
細胞が興奮したとき，そこに刺激を伝えた入口のシナプ
ス結合は強まり，神経回路すなわち脳はそれによって記
憶すると主張した．これらの原理を踏まえて人工神経回
路で初めて情報処理を実現したのが，よく知られている
F. Rosenblattのパーセプトロンで，600ページを超える
この大冊は，題名にその名がついていないが，まさにそ
のパーセプトロンの原著である．
　Rosenblattは 1928年に生まれ，Cornell大学出身で，
同大学で活躍した人である．パーセプトロンは受容層，
連合層，出力細胞の 3層からなり，受容層に与えられた
パターンを学習的にカテゴリー分類するもので，受容層
からのランダム結線を受ける連合層は特徴検出細胞の集
合で，連合層から出力細胞への関数が線形分離可能（線
形しきい値関数で表せる）ならば，Hebbのシナプス強
化ないしそれを少し修正した強化によって，正しく分類
する関数に行きつくという学習収束定理が得られ，この
強力な定理と受容層から連合層への線形分離化によって
学習系の有効性が成り立つ．
　多くの研究者がパーセプトロンに惹かれ，これを研究
対象にした．H. D. Blockは学習収束定理を解析的に証明
し，4層パーセプトロンを提案し，Rosenblattと共著論
文も出した．N. Nilssonは独自の学習機械論を展開した．
M. Minskyと S. Papertは 1969年に Perceptronsという
本を著した．Minskyと Rosenblattの間には研究をめぐ
る確執があったとも伝えられ，Perceptronsは Rosenblatt

のパーセプトロンを否定した本だともいわれている．こ
の本は初版と 1988年の改訂版が両方とも日本語に翻訳
された．筆者は協力者とともに後者の翻訳を担当したし，
Minsky教授に会ったこともあるが，この本自体はパー
セプトロンを否定しているとは感じなかった，理論的で
客観的な本で，学習収束定理を代数的，幾何学的に証明
するとともに，線形分離化のからくりをはっきり見せて
くれ，その結果，欠点も明らかになったのだといえる．
著者らは前文に，｢ 本書はパラレル計算の理論の本であ
るが，パーセプトロンを具体的対象としたので，先駆者

に敬意を表して Perceptronsと名付けた ｣と書いている．
　1980年代になると J. J. Hopfieldが神経回路のダイ
ナミクスを研究し，また，PDP（Parallel Distributed 

Processing）グループの活躍で，いわゆるニューロコン
ピュータの研究が隆盛する．その中で特徴検出細胞を学
習させるD. E. Rumelhartのバックプロパゲーション（誤
差逆伝播法）が著名である．ところが，Rosenblattの
原著 292ページには Back-propagating Error Correction 

Proceduresという項があり，そこから数ページに渡っ
てそのアイディアを説明している．提案者自身パーセプ
トロンに何が必要かを知り，工夫していたことになる．
Rumelhartが微分可能なシグモイド関数を使って定式化
する 25年も前の話である．PDPグループはMinskyが
パーセプトロンを否定し，この種の研究を停滞させたと
非難し，Minskyとの間に激しい論争が起こった．
　その他，1970年ごろ D. Marrと J. S. Albusは独立に，
小脳とパーセプトロンは動作原理が同じという，小脳パ
ーセプトロン論を唱え，生理学的検討の対象となった．
また原著には書いてないが，大規模なパーセプトロンの
ハードウェアも試作されている（図 -1参照）．この本は
神経回路情報処理の研究のルーツであり，今後の研究に
も脈々と影響し続けるであろう．
　Rosenblattは 1968年海での事故で早世したため，そ
の後の活躍が見られないのが残念である． 
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図 -1　1958年当時のパーセプトロン試作機と Rosenblatt
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